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場所 潮位値 起時 潮位偏差値
日．時
起時 正味偏差値 起時
Crn Crn 日　時 Cfn 日　時
東　示 ユ18 2，4 64 2，　4 48 2，　4
川　崎 106 2，4 58 2，　4 41
横　浜
2，　4
109 2，3 60 2，　3 42
横須賀
2，　4
88 2，3 42 2，　4 31
油　壼
2，1368 2，3 27 2，　4 25
布　良 2，1499 2，3 56 2，　3 39
勝　蒲
2，　4
134 2，4 102 2，　4 91
平　塚
2，　5
66 2，3 22 2，13 22 2，13
伊　東 75 2，2 38 2，　1 19 2，13
岡　田 70 2，3 29 2，　O 11
名古屋 2，1695 2，4 69 2，　O 45
常　滑
2，　O
90 2，3 80 2，　O 43
鳥　羽
2，　O
94 2，1 89 2，　1 52
尾　鷲
2，　1
84 2，3 59 1，23 27
舞　鶴
2，　8
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最大潮位 最大潮位偏差 最大正味偏差場所 潮位f違 起時 位偏差値 起時 正味偏差値 起時
Cn1 日，時 Cn1 日時 orn 日，時
東　示 128 12．23 91 12，23 68
川　崎
12，23
106 13，O 67 13．O 42横　浜 13，0100 13，O 66 12，23 41
横須賀 13，O84 13，O 49 13，O 29油　壼 13，171 12，23 39 12，23
布　良
ユ3 12．23
91 12，21 61 12．21 47
勝　浦
12，21
86 12，21 56 12，21 32
平　塚
12，21
ユ L ■ ■ ■ ■伊　東 62 12，19 36 12，19 11
岡　日ヨ
13，11
42 12，15 15 12．15 1 1南伊豆 107 12，17 79 12．18
内　浦
40 12，18
70 13，1 50 13，2 36清　水 13，261 13，2 42 13，4御前崎
32 13，483 12，16 52 12，16
舞　坂
10 12，10
68 12，18 49 12，19 12 12，19
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台風18号による最低気圧観測値（実線，mb）と，その観測
時問（破線）の分布．
Same　as　Fig．2but　for　the　typhoon8218
（Sep．　12，13．1982）．
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　　　　図10　1982年9月12日15時の天気図と台
　　　　　　　　風18号の進路．
　　　Fig．10Weather　chart　at15：00，Sep．12．
　　　　　　　　1982　and　the　course　of　the　typhoon
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　　　　　　　　　　Fig．12
！
台風18号による1O分問平均風のベク
トル表示．
Same　as　Fig．3but㎞r　the　typhoon8218．
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台風18号来襲時の東京湾内の各検潮所の潮位推移記録．
6と同じ．
Same　as　Fig．6but㎞r　the　typhoon8218、
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ら太平洋にぬけた．図10に台風のコースと9月12月15時の天気図を示しておく．図11は
最低気圧の観測値と，観測時刻の分布を示している．図12は，沿岸各地での10分問平均風
速の最大値をベクトル表示したものである．台風10号のときと同じように東京湾は台風進路
の右側の強風域に入った．横浜での10分問平均風速の最大値は，9月12日20時10分に観測
された18．1m／secの南南東の風であり，最大瞬問風速は12日19時30分の36．8m／secの
南南東の風である．平塚での気圧低下のようすは図4の右図に示されており，最低気圧を示
す時刻の前後の記録によく合う正規分布曲線を当てはめると，実線のようになって，これの
標準偏差は6．O時問となる．
3．2東京湾の潮位記録
　図13に東京湾奥から湾の入口までの6ケ所の検潮所で記録された潮位記録を示す．台風
10号のときと同じように次のようなことを指摘することができる．すなわち，
（i）潮位偏差（実線）も正味偏差（破線）も，湾奥ほど大きい．
（ii）湾奥ほど潮位偏差全体に対する比率が大きい．
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　　　図14台風18号来襲時の東京湾外の各検潮所の潮位推移話録．線の区分などは図
　　　　　　6と同じ．
　　Fig．14　Same　as　Fig．7but　for　the　typhoon8218．
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（iii）台風の中心が最接近した後も10時問程度は海水は東京湾内に滞留する．
（iv）湾奥では最接近の後3時間程度でピークとなるのに対して，湾口に行くほど遅くなり，
　　横須賀（五＝20km）では，最接近の11時問後に現れている．
（V）正味偏差の推移を表す曲線が湾奥の東京では鋭角的に変化しているのに対して，湾の入
　　口に行くほど丸みをおびたなだらかな曲線となる．
　これらのことがらも，東京湾の内部，とくに湾奥部に滞留した海水が，台風最接近の後徐々
に流出して行くということから，説明することができる．
　東京湾外部の検潮記録を図14に示す．房総半島の先端付近の勝浦と布良では，やはり
Co1dingの法則では説明のつかない30cm程度の正味偏差の上昇がみられる．このピークは
台風最接近のわずか1～2時間の後であって，このこともここでの正味偏差の発生の原因が，
浅い湾の奥でのそれとは異なっていることを暗示している．
　東京湾内の滞留海水の流れ出しの痕跡は10号台風のときにはかなり明白に追跡すること
ができたが，18号台風の場合には，われわれの平塚波浪等観測塔に設置された検潮管が，こ
の台風によって受感部をもろとも流失したため，台風最接近後2時間までしかデータがなく，
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　　図15台風18号来襲時の∫河湾の各検潮所の潮位推移記録．線の区分などは図6
　　　　　と同じ．
　Fig．15　Same　as　Fig．6but　for　the　typhoon8218and　at　the　tide　gauges．
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はっきりしたことが分からないのが残念である．ただ伊束の検潮記録の13日11時ころの小
さいピークが，わずかに痕跡らしきものとして認めることができる．
3．3駿河湾の潮位記録
　台風18号は御前崎に付近に上陸し，駿河湾の西岸に沿って北上した．駿河湾の沿岸とその
付近にある5ケ所の検潮所による潮位記録を図15に示す．駿河湾の中央部は水深1，500m
を越える深い海溝状をなしており，風の吹き寄せによる水位上昇は非常に小さいと予測され
るのであるが，この予測の通り，駿河湾奥の内浦と清水では，台風の最接近時の直後には正
味偏差はほとんど起きてない．ただ，これらの地点では，台風通過の8時問後の13日2時ご
ろに正味偏差30cmのやや著しいピークが現れており，この原因はよくわからない．
　房総半島の先端で現れたのとほぼ同様に，台風最接近時に前後して，伊豆半島先端の南伊
豆と，御前崎の検潮所の各記録にも正味偏差のピークが現れている．ことに南伊豆の記録の
ものが顕著である．
4．　む　す　び
　東京湾は台風10号・18号ともに，おのおのの進路の右側の強風域に入り，二回とも湾奥で
約1mの潮位偏差を記録した．この潮位偏差から大気圧の補正をした正味の偏差は，風の吹
き寄せによる海水の堆積によるものとほぼ解することができる．両台風とも，正味偏差の大
きさは，湾奥ほど大きく，湾口ほど小さかった．東京湾の内部，ことにその湾奥部に多く滞
留した海水は台風の最接近の後，およそ10時問前後の時問をかけて，一部分ずつ外洋へ放出
されたようである．同じような現象は，台風10号のときに伊勢湾ででも生じた．
　台風10号，18号とも房総半島の先端近くの勝浦と布良で，Co1dingが提唱したような古典
的な風の吹き寄せ効果だけでは説明できない正味偏差が記録された．また18号台風のさいに
は，伊豆半島先端の南伊豆でも同様の現象がみられ，深い海域に突き出した半島の先端で起
きる大きな正味偏差は，どうやらかなり一般的な現象として起きているものと考えられる．
この現象は高潮防災の対策上の重要課題として．早急に普遍性の把握と因果関係の解明が必
要となるのであろう．
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